
2025年7月8日（火）

東京都医師会 定例記者会見

・ 東京都医師会が推進していく
【７つの重点医療政策】

・ 今冬の流行に備える
〜ワクチン接種費用助成の必要性〜

資料１
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１．地域包括ケアネットワークのさらなる推進

二次救急病院を守り、
包括期機能の病院を増やす

高齢者救急、特に軽症例への対処

孤独死を防ぐ積極的な対応
スマートウォッチ
スマートリング

24時間在宅医療推進強化事業の継続

抜粋：東京都福祉局より
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２．災害パンデミックへの備え

臨時医療施設の整備と研修体制の確立
避難所環境の抜本的な見直し（体育館の雑魚寝からの訣別）

獣医師会と進めるワンヘルス
ペットの避難
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出典：セルフケアの７本柱 上手なセルフメディケーション OTC医薬品協会

３．医療費削減目的ではなく、都民の自立を促す
セルフケア・セルフメディケーションの推進

仮に医療費削減につながるとしたら…
・高額医療費の限度額上限を上げない
・診療所の初診再診料や病院の入院基本料の増額に充てる
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４．民間病院支援の継続、東京総合医療ネットワーク、
病院診療所の電子カルテ化の推進

次代を担う世代の診療所には
電子カルテ導入を進めていただきたい。
患者さんの情報共有のために必要です。
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５．少子化の真只中で、
しっかりと女性と子供の安心安全を守る

多職種連携による
母と子のメンタルサポートの推進

若い女性の命を守る、HPVワクチン接種の積極的勧奨
子供の将来を守るために必要なワクチン接種

将来の自分を守るリテラシー
健康教育の推進
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６．ウェルビーングを重視した
高齢者医療のあり方の検討

90歳、100歳でも生かせてほしい…
単なる延命の高齢者医療でいいのでしょうか

高齢者のウェルビーングを考慮した社会

フレイルや認知症の状態を評価し、
高度医療の適応を考えていく

ACPの推進
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７．広報活動のさらなる活性化
都民の医師会活動への理解と浸透

都民の

みなさまへ

近未来の東京の医療課題。
乗り越えていくためには、
都民みなさまのご理解が必要です。
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